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下水処理に幽する采味ある項部

一蒔に’愚鮭メラ泥激にクいて一

助教覆　　神　出桂　一
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　戦艦！○衆孝面におけ為下水処理．に麟する研究は’ゴフ＼毒ワの莚歩6～ナせた、

特に工業廃オ〈、処理にあ’げるイぐ馨工学⇒3・よ次鑑物奪と」二7K出島乙の提携は：、下

水翅理枝衛のうえで一犬解：証左とi磨よう上してあ、り．二一とかく突敗の移ク＼

つた下水処理にお’いても．広㍉＼分野の知識’の藝入が　新しい下来処理凱の確．

立に獲立つ乙のと思われる。　こうした爵に劫たり、収生工摩科が乱立さ勲．

新しい瓜チしな短識し校噺二身一｝こつげた条叢生窯、琶の中に送．り冒せるように

蔵つたことば、素封に毯ぱ’しへこと．であう。

　私ぱこれまで数回商、京鄙工学にお’いて，下承処．理に肉し．羅鮭汚泥欺左

中簡て研究芝山つ《湿たが＼今三孝にうし乏方面の研碗茎続ゆてゆ董た・・と

跨之ている、

　鷺憾蕩罷法乞鯛噌ている3戸5に．幾つかの両懸に戯会フた、　諌ず汐／に．

実際に下：水左懸理ずるたあに｝遭要な鮫泰はどれた’けであううか、　従来の曝

気蝋では，不：曜ぐ量の3～　6倍の空気量がこ1疑要であう鷲菰われてぎ左が．諮

外灘にあ＼σる窃究およ61’私豊の実験によ三三、二三式の曝気適鳥㌧桑際ζ’ド

承にと一｛ナこ心室気の量ば、荻芝込護れた空気4＞数：％しウ＼ないこしが　oかクた。

欧を込ま氷た空気の大部・分ぱ’伺））撹艀の疋齢に使われて，寒駅口く気中へ

遊φ頒している。　曝気法と．してぼ劃重率が1よいと．いわれてい’る気芝武曝無で

ぐ、誌この隷塵の勧諦しかないと一すれば，その他の葡落、でばご’ラ《5あづうか，

桟械撹拝、あみいば胤れ之利用した撹鰭皇うまく、硬クて，膨婁葱だけの酸豪

左鹸素の：ままで侠i結でをないであううか。　そうすれば塑煮を峡廷1ム．むよリ

汐下1本への帳牧効摩は：ずクとよく毒るし、塗中で下取中のDOが不足し，活

・駐）r5据のイカ韮於鐘《なうことδないで・訪ろう．　終れにぱまず’鋭ノに．．下：爪
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の穿化に虻薯な鹸泰蚤起訴めなくてぱなうない、　そして）欠には蛭薮な撹梓

、浸・曾の強奪束）めねばならない。

　矛2の両題が1二才し定ある。　下：水．をどしの垣隣に撹晒したら薄イヒ勤準茎あ1デ

る容あ6うか。　室気，あるいば鹸素力受爪子に疹げ込む乙菱に撹耕の程陵が

影濁する。　騒牧勧率乞よくするためには：下水左張く撹隣するこ乙が望まレ

い。　そうすることによって　．一方廷ぱ1薪し昏下水と活脇三）弓泥との早事笈瀬

んにし，下‘水の酸化左促遮するで’あろう。　しカ＼し、翠黛さば，活性勇託その

も4）が薄塑宮内受舞桟贋の太鍛化物と，徽生勃あるいば鋼菌の月桃などの箱

合し在，非諾にこわれ罪すい租OG穿fの乙のさあるかう、盟霞の撹群ぱこヲ

した麓含盆破癒し，薯託裏多激：ざせて，≧親無しに《いるの乙してしまう。

この二つの嚢求：左とろに満足ぎせる撹響量乞求こめてみたい、

　覇な善うそ労ぎすれば、芳／の矯題葱さの、たように、撹；群と，醸藻琴癌ぎ’分

極して粁うよりも．空気ぎ導きコこむこヒによフて撹：特藏．含右同爵に行わせみ

のが菱清墨香あるか首知れない．　下水中廼腐聾し痩づへ、機載起使ラ必要着

な文．動力施．弾着撹拝のために別！（設げろ拶要が’ないから」菟在の差リオが

よいかる知れない。　これは以しの二つの画題押型表したラゑさ比容してみ

なけ承（町尽『と乙該えない。

　池3番菌の国画と弐ては、曝気実鹸の相似葎につ＼＼てである。下水の曝気

実験ぱ茸がう随分と湾わ飢tきた（．，今機う行フリれるであろう．　それによ

）《、処理施設削際即するラ宅㊥評釈品物ること於魯ぎる剃拠あるバ，

下平処理のをめの施設ぱ、永、鯉牽幽な要脚と、4び彰濠沁胸な（あるいぱ生物

化学醜なと亥うちか妊二しいカ＼も知れないが’）壌素払差るって駄ゐ。乏のちめしこ．

鍵験赫果左匁規模な施設の譲考ねミ利饗するにぱ、民営学的と一匹勅化彦的との

麟方の愛素友眠るごつげて梱似さ也る際際が洗G’てくる。　側乏ば，AeいG－

A（）ce！民七〇hのよ：うに図く理訴酌構童物で・ある迎澱弛と．，生物イ毯琢納霞応装

量にノ鳴する曝気槽とが共落しているよつな腸禽にぱ，両芳の要束｝左同瞬に紙

写せしめるこuま函難で，私豊が行ってきだ400慣3／濤のPi！Q七P！＆η七

の威績から、親親梗な施隷：による成績包，正距に，自信左もワて二予測するこ：

とは．残・急な拭ら私には今のとこうで墜ない。　また、よく鷺われな実瞬で

あみが：＼大き＼＼又スシリ〉ダ’一のよう琢浮1の丙で・丁フ｝く藍曝気して、、乏のテ華イ1二

劾無配黒皮てみるようなときに．この成猿知るとにして処理場；iζ譲聡しよう

として己、耐労な杜絶量もわからないし、淳イし成駒の予劇もで望ない。ただ、

曝気法かミ膜に立つというここしか・わかうない場台伏勿い。

　このような理由かう、夫規擬施該の設計の左めに歓まだ今綴あうわ訳て
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くろ（・あろう表罫の下水ぎ処理するための実蝦：茎行うヒきのたあにみ，曝気

突験〃）驚動左相似ざせる方菰を偲証してあ’か、な：くてはな1うない。

　ヤ4轡鼠ぱ、爺の無題とも関蓮かこ’あるが、下水の磁化騒．程茎豹確に長ず理

識式ぱ何かという貞題である。爪断機嚢雑．誌沖27／暑の獄窯～ひば、下賜申の

30［）の瀬～、ケグ）しカ＼だぎ一，

　　　　　　　　c二。ザピK七

と仮定した、　これに婦’しFa｛hなどの説は：、

物、汗トG＋確もプ悔

心していみ。　ここでK、、あるいぱβぱ覇化の逢癖馬あらわづ『當数～§ある。

1．ひし，喫際の姐理場で・調べ・てみると，このKあろい槍屋は：，同一曝気糟（・

ヂ濤肉によって異るし，流隠する原爪によってろ亥動ずるようで漏ろ♪さら

にまた　s一しeP　Aeわa七loれ　法々　61QSOPP－blG￥1　菰な　この種如ン）

藷液文亀ワた蕩念にぱ、ばじめに仮定したよう：蒙単趣縁法則き：幽．絹餐きるか

ビうかが：誤i肉であみ・、複蔑な下水に閉して、離調にむつゲしい絹趨冬ある玖ご，

猟とカ＼解来しなけれ｛：美・な1うぼいと懸づ。

　弾5番目威、下水処理場の自i渤尊卑の固題魯ある．　’瑞木処急場の纂、〈運

甑戚われわれの馨脅あるが、そこま蚕ゆく．前に，逝ず解択：し壕け確実ばならな

いのが，下水、の永野々薫化の刀刃茎何に皮って判遊、し、何さ＝と）’のまう｝て榛作

しだらよし＼かということ費話ゐ。　これが解離洪衆だり、あしば電気、／段械

薦尿のオート、メーツヨン屋さんに象がせても・ぎい、　乏してこれx作りありで

るζノ〉は緩鷺の癒遡扇ぐ創るだげ乙なるぢ多う。

　下’条の水、顧．・惣，茅化の程麓茎短るため1こは，…動托巳OP7CoP、生子物

碗，透視霞なと1’と，種々の試験鳴禽クだうえ冬，蕊台酌に判断乞下している、

乏して〉乏の愈果’がでてく参までにかな｛♪の｝縛画がかカ＼る。　まだ巻璃漫の櫨

まどのように組合辻だう，総合的な本四乞ゑすかについて｛ま．杉頻療氏の彦

豪：於ある択，ぱたしてユれが全覆i飛1簸に便老．る〃＼と1’うか、蒙だ≧4）・桓乞もと

に経理操作起翻纈｝で鷺るであううか駅誤侮費あろ。ま壷汐ノに，6GPの纏

哀欺すのに5矯肉右かかつていて威剛に．あわない。瞬漸的にとは：汰わないま

廷乞、で養るだ’iT緒雄蕊に下オくの水囑：文劉定しうる方i宏が’ぼしいσ

　頚～に流入・永穣の褻・化に応じて処理操作をどさのよう1二，藪えたらよいか劇毒顧

となクてくあ。　で：水のPHが褻われ疑麟難に調節できる。（ただ’し妥螢の

克、ぱしばらく．趨鬼ないユ乙にしょろρ）PG洪だDなくなれ歳整気起寿＼粒せ

癖よい．。　し∂＼し，曝気楷杁ら訟てミち溝泥の斑隣駐が悪くなクだからと一い
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って．～ゴこ：起どのように操作：したらよいなううか。、そσ）騎には．すでにうその

下総放鞭牝て三って・噸では執・加冠遡容積を急砿火するわ
けにもゆかない．　乏れならば、は：じめに液．〉＼する下論くの・K嘆竃ぼぼ’一定に

すれば㌧処狸畷は一定に魯きるがら、叢釈に・K噴乞調蹄すれ硬よいか蕨a

れない・　乏のために1ま前迷のこ“とく．水霞乞総合納に判定する漿覆も贈要

1（なるし、たと芝に猶　6QD（のよう1（＝／臼のうちt二、（）OPP？ηカ＼ら4QO

PPmまでる斐動ずるよう意都市下：オく、に対Cて．き、れ允ほぼ一一定のイ直にする

のは：大畷な妓孝容あろ。前処理として嗣じような処煙場が診う一個所泌婆に

なるかモ）知れ怠い．．

　以上私の1醗在凝味金巴っている両癒名なうべてみた鳶　こ承りの両題を一・

っず’っ倖つゆてゆきたいと興っていうが，本韓ほ芳3・番題の両・講乞と．リあ併

、汐／．矛2番鼠の窩趣とも蘭塵包るだ《て窃f究麓開始・しだ、　また北垂適

に肴いてぱ多奪・に～獅アる敦濫菰よ訟下祇飢麺の低下駅，｝弩准．汚泥広・受敢水炉

床法5）劾率悪化あるいは：全戯と．し＼つだ專態乞徹きむ之亨ので、こうしだこと

乞防虹，下水処理撤晒に行う貸廷かについて猷地元の肉係着と協飢
て研兜逸進．めたいと葱彪，ている。

　今穣とも窃旅の御恩薯と御鞭鍍なお嶺いしきす・
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